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２０１２年診療報酬への期待
在宅医療連携拠点への期待



２０１２年診療報酬改定の基本方針

• 次回改定の基本方針～４つの視点～
–①充実が求められる領域を適切に評価していく

視点

–②患者からみて分かりやすく納得でき、安心・安
全で、生活の質に配慮した医療

–③医療と介護の機能強化・連携に関するもの

–④効率化余地がある領域を適正化する視点

–その他
• 東日本大震災を踏まえた災害対応に関するもの



③医療と介護の機能強化・連携に関するもの

• 在宅医療を担う医療機関の役割分担や連携の評価

• 早期の在宅療養への移行、地域生活への復帰に向けた取
組の評価

• 在宅での療養の質の向上に向けた在宅歯科、在宅薬剤管
理の充実

• 退院直後等の医療ニーズの高い者への重点化等の訪問看
護の充実

• 維持期のリハビリテーション等における医療・介護の円滑な
連携

•  介護施設における医療提供の評価の在り方



早期の在宅療養への早期移行、
地域生活への復帰について

• 退院支援のさらなる強化

–2008年改定
• 退院調整加算

• 介護支援連携指導料

• 退院時共同指導料

–2010年改定
• 退院調整加算の強化
–看護師、社会福祉士による手厚い体制で行う退院

調整加算



２０１２年改定への期待

• 退院調整加算から「退院調整体制加算」
へ

–退院調整加算をさらに推し進めて、より組
織的・体系的な退院調整に係わる部門と
多職種チームを評価してはどうだろう？

–退院支援部門の人員要件
• 医療福祉連携士を人員要件した「退院調整体

制加算」を設定してはどうだろうか？



在宅医療連携拠点事業







医療連携福祉士を在宅医療連
携拠点に配置したモデル事業を

行ってはどうだろうか？

次期医療法改正で在宅医療連携拠点
事業を法制化してはどうだろうか？
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